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平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名 緊 急 雇 用 創 出 基 金 事 ‐業 費

予  算  額 2 , 4 8 6 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新規 ・継続
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事 業 内 容

1 趣  旨
厳しい雇用失業情勢に対応するため、地域の特性を踏まえた臨時
応急の雇用創出につながる事業を、京都府及び市町村において、緊
急措置として実施し、雇用 ・就業機会の創出を図る。

2  事業概要
(1〕 「二般事業」
京都府の実情に即し、雇用 ・就業支援につながる緊急性の高
い事業を緊急措置として実施する。
①産業振興 ・伝統産業の支援  ②安心 ・安全の推進
③自然環境の保全 ・環境美化  ④文化 ・教育の振興等

惚〕 「中小企業特別委託事業」
経営環境の厳しい中小企業に対し、雇用の安定と雇用機会の
創出を図ることを目的に、事業を積極的に委託する。

3  事業期間
平成 1 3 年度～平成 1 6 年度
(緊急雇用創出特別基金積立金 総額 9 , 2 2 5 , 0 0 0 千円)

4  実施方法

委託、直接雇用又は市町村への補助

5  平成 1 6 年度事業                      (単位:千円、人)

区  分 内 訳 事業費 実雇用見込人数

府 事 業

一 般 事 業 768,000 19285

中小企業特別委託事業 200,000
０
こ
ｎ
Ｊ

計 968,000 1,477

市町村事業

一 般 事 業 1,318,000 2,182

中小企業特別委託事業 200,000
８

計 1,518,000 2,300

合  計

一 般 事 業 2,086,000 3,467

中小企業特別委託事業 400,000
ｎ
ｕ

ａ
０

計 2,486,000 3,777

担当課 ・係名 雇用対策プロジェク ト雇用促進チーム 課・係 電話番号 1 07子414
-5094



平成16年度当初予算案 緊急雇用創出基金事業一覧

買 区 分 事 業 名 事 業 費翔弾
担当部局

1 産業振興・伝統産業の支援 京都情報海外発信事業 2 1,000 知事直轄

新規雇用開拓アドバイザニ設置事業費 12,000 府民労働部

N P O 運営アドバイザー派遣事業費 側 府民労働部

若年者就業支援相議員設置事業費 27,000 府民労働部

中高年齢者就職コーディネーター設置事業費 醐 府民労働部

N P O 就業支援活動推進委託事業費 20,000 府民労働部

障害者就労定着推進員設置事業費 4,000 1 府民労働部

中小企業活力支援アドバイザー設置費 25,000 商 工 部

伝統産業「東の職人さん」雇用創出事業費 100,000 商 工 部

「京の伝統産業」稀少技術デジタル化保存事業費 30,000 商 工 部

京都観光誘客関連雇用創出事業費 8,000 商 工 部

安心・安全の推進 青少年健全育成巡視員設置費 25,000 1 府民労働部

介護保険利用状況等調査費 3,000 保健福祉部

急傾斜地調査事業費 10 ,000 土木建築部

府営住宅外壁調査事業費 15,000 土木建築部

交通安全対策推進補助員設置費 30 ,000 警 察 本 部

地域安全対策推進補助員設置費 10,000 警 寮 本 部

生活安全支援活動員設置費 60 ,000 警 察 本 部

自然環境の保全・環境業化 府立大学演習林保全事業費(縁の公共事業) 5,000 ４ 総 務 部

地球にやさしい事業所活動推進事業費 2,500 企画環境部

緑の資源環境整備事業費(緑の公共事業) 12‐000 農林水産部

やすらぎの森整備事業費(緑の公共事業) 39,000 農林水産部

病害虫等被害枯損木処理事業費(緑の公共事業) 17,000 農林水産部

野生鳥獣生息動態調査事業費 6.000 農林水産部

森林公園環境整備事業費 6,000 農林水産部

道路環境保全事業費 20 .000 ４ 土木建築部

河川業化促進事業費 30,000 土木建築部

都市公園環境保全事業費 35,000 土木建築部

文化・教育の振興等 私立幼稚園補助教員等設置事業費 23,000 側 総 務 部

障害者等『活用促進事業費 14,000 企画環境部

古文書等電子目録作成事業費 10,00G 府民労働部

京都文化博物館にぎわい創出事業費 6,00C 府民労働部

K Y O のあけばの大学パワーアップ講座開催費 3,00C 府民労働部

共同作業所等技能向上支援事業費 25,00C 保健福祉部

養護学校高等部進路支援事業費 13,00C 教育委員会

基礎学力充実指導員配置事業費 30,000
４ 教育委員会

教育情報化コーディネーター配置事業費 48,000 教育委員会

ボランティアコーディネーター配置事業費 7,000 教育委員会

京の伝統工芸品教育活用推進事業費 100,000 知
商 工 部
狩昔 番 目会

提 案 公 募 型 事 業 105,500 ∞ 府民労働部

市 町 村 事 業 補 助 1,5 18,000 2,300 府民労働部

△
ロ

計 2,4 86,000 3,777



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

知事直轄

事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

京都情報海外発信事業

予  算  額 2 1 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新 規

容

　

　

ｎ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ジ

付

　

　

的

　

象

　

等

業

　

　

　

　

　

　

法

事

　

　

他
ド
ｈ
Ｐ
‐
口じ

1 趣  旨

京都ならではの伝統や文化を背景にした国際会議、国際イベント
等の招致や外国人観光客の誘致に向けた戦略的な 「京都プランド」
の発信を推進する。また、海外からの優秀な人材の確保と地域との
交流を通した 「人の集まる京都府づくり」を進めていく。

2 事業概要

歴史に育まれた伝統文化や伝統産業、文化遺産及び先端産業の集
積など多彩で魅力ある資源を活用し、京都の情報発進力の強化を図
る。
京都に関する正確で豊富な情報を迅速に海外に発信するシステム
を構築する。
①ホームベージによる京都情報一 「KYOTO ヮイド」の発信
(英語、中国語、ハングルによる多言語情報発信)
②京都紹介CDの作成 ・配布
(英語、中国語、ハングルの3 言語)

3  実施方法

中小企業特別委託事業を活用したlT関連企業への業務委託

4  雇用見込人数

実雇用  2 5 人

担当課 ・係名 国際課企画係 課 係 電話番号 075-414-4311

共通 - 1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

新規雇用開拓アドバイザー設置事業費

予 算  額 1 2 , 0 0 0  千円 新規・継続の別 継 続
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1 趣  旨

離職を余儀なくされた中高年離職者をアドバイザー (2 名) とし
て京都商工会議所に設置し、新たな事業展開や起業化を進めている
者等に対し、人材確保や労務管理のあり方、助成金の活用等につい
ての助言や、関係ハ回一ワーク等との連絡調整等を行い、新たな雇
用の創出を図る。

2  事業概要

・創業等を計画している中小企業者等に対する指導 ・助言 (「雇用
機会増大促進地域」の指定に伴う各種助成金の相談 。P R 等も併
せて行う。)
・相談 ・説明会の開催
・上記機会を利用した新規雇用開拓 等

3  実施方法

京都商工会議所への委託

4  雇用見込人数

実雇用 2 人

担当課 ・係名 雇用対策プロジェクト 就業支援チーム 課 。係 電話番号 075-414-5095

共通 - 2



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
府民労働部

事業名

産業振興 ・伝統産業の支援

N P O 運営アドバイザー派遣事業費

予算額 5 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

趣

N P O が個別に抱える問題について、企業で長年経験を積んできた

離職者を雇用して派遣し、具体的なア ドバイスを行うことで、N P O

の運営能力・組織力の向上に資するとともに、新たな雇用創出を図る。

事業内容

対 象 府内のN P O 法人、法人化を目指すN P O 団体

(約 6 0 団体に派遣)

助 言 項 目 N P O が日頃運営面で抱える、組織マネジメント上

の課題で、離職者が企業で培った経験により助言が

できるもの

(会計、 I T 、経営、その他中間支援団体等の意見

を踏まえ決定)

実 施 方 法 特定非営利活動法人きょうとN P O センターに委託

備 考 実雇用  5 人 ( 事務員 1人を含む。)

担当課・係名 府民労働総務課 府民相談係 課・係 電話番号 0 7 5 - 4 1 4 T 4 2 1 0

共通 - 3



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

若年者就業支援相談員設置事業費

予  算  額 2 7 , 0 0 0    千円 新規 ・継続の別 新  規

事 業 容
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趣 」
日

新たに策定した 「雇用のミスマッチ解消策」に基づき、平成 1 5 年
8 月に設置した 「京都府若年者就業支援センター」を機能強化し、相
談から職業紹介までを一貫して行うワンストップサービスを提供でき
る体制を整備するとともに、今後、府北部地域での出張セミナー ・巡
回相談を実施するほか、ハローワーク ・学生職業相談室や私のしごと
館等と連携を進める。

2  事業概要

実施方法

委託

雇用見込人数

実雇用 3 人

担当課 。係名 雇用対策プロジェクト 就業支援チーム 課・係 電話番号 075-414-5095

共通 - 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名

産業振興・伝統産業の支援

中高年齢者就職コーディネーター設置事業費

予  算  額 6 , 0 0 0  千円 新規口継続の別 新 規

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

新たに策定した「雇用のミスマッチ解消策」に基づき、厳しい雇用失業情

勢におかれている中高年離職者に対する総合的な再就職支援を図るた

め、中高年齢者就職コーディネーターを配置し、相談から再就職に必要な

スキルアップのためのセミナーや職種別セミナーの実施、さらには就職面

接会の開催までの一貫した就業支援を行う。

2  事業内容

再就職支援セミナー等の受講者の内、再就職活動後の未就職者を対

象に、個別にカウンセリングや求人開拓等の就職活動支援を行う。

3  実施方法

委   託

4  雇用見込人数

実雇用  2 人

担当課口係名 雇用対策プロジェクト 雇用促進チーム 課B係 電話番号 0 75-4 14-50 94

共通 - 5



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

N P O 就業支援活動推進委託事業費

予  算  額 2 0 , 0 0 0    千円 新規 ・継続の別 新 規

容業事
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新たに策定した 『雇用のミスマッチ解消策」に基づき、厳しい

雇用情勢に対応するため、各地域で能力開発や就業支援活動に取
り組むN P O 法人と協働し、これらの法人からの提案公募により、

障害者や若年者、中高年齢者等の就職困難者の就業支援対策の強

化を図る。

事業概要

(1〕実施方法

府内の各地域で、就職困難者を対象とした就業支援活動を実

施しているN P O 法人から、優れたノウハウを活かした具体的

な就業支援事業の提案を公募し、事業を選定の上、委託する。

12〕想定される対象者及び事業例

障害者、若年者、中高年齢者、ホームレス等の就職困難者を

対象とした職業能力開発や相談、研修、セミナーの開催等を内

容とする就業支援活動事業

脩〕公募期間

平成 1 6 年 5 月上旬～6 月上旬

(4〕委託事業の規模
1法人当たり概ね3 , 0 0 0 千円程度

雇用見込人数

実雇用 6 0 人

趣

担当課 ・係名 雇用対策プロジェクト 雇用促進チーム 課・係 電話番号 075-414-5094

共通 二 6



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

障害者就労定着推進員設置事業費

予  算  額 4 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新  規

容
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1 趣  旨

厳しい就職環境にある障害者の就業、職場定着を支援するため、
障害者就労定着推進員を障害者就業 ,生活支援センターに設置し、
障害者が働きやすい職場環境の整備や障害者個々の特性に応じた
きめ細かな就業意欲を喚起する指導等を行うことにより、障害者
の雇用率のアップ、職場定着を図る。

2 事業概要

障害者就業 ・生活支援センターに障害者が働きやすい職場環境の

整備や障害者個々の特性に応じたきめ細かな就業意欲を喚起する指
導等を行う障害者就労定着推進員を配置する。

① 障害者に対して、同行通勤等の労働習慣支援や職場でのコミュ
ニケーション支援 等

② 事業所に対して、仕事内容や指導方法などの環境改善の助言 ・

提案 等

3  実施方法

委託

4  雇用見込人数

実雇用    1 人

担当課 ・係名 雇用対策プロジェクト就業支援チーム 課・係 電話番号 075-414-5095

共通 - 7



事  業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

中 小 企 業 活 力 支 援 ア ドバ イ ザ ー 設 置 費

予  算  額 2 5 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣   旨

厳 しい経済情勢の下、中小企業の活カアップ ・再生等が大きな

課題 となっている中で、国の再生支援施策の機能強化等 も踏 まえ

つつ、中小企業への 「活力支援」を強力に推進するために 「中小

企業活力支援ア ドバイザー」を設置する。

2  事業内容

地域の中小企業に対する創業や経営活力の向上に関するア ドバ

イス、国 ・府の支援施策へのコーディネー ト等を行うため府内 9

箇所の地域中小企業支援センターに 「中小企業活力支援アドバイ
ザー」を配置

3  委託先
地域中小企業支援センター事業を実施する府内 9 箇所の商工会
・商工会議所

4  雇用見込人数
実雇用 2 0 人

担当課 ・係名 商工振興課 金融 ・組合室 組合担当 課・係直通電話番号 075-4 14o4826

平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
商 工 部

共通 - 8



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明

商 工 部

事 業  名

産業振興 ・伝統産業の支援

伝統産業 「京の職人さん」雇用創出事業費

予 算 額 1 0 0 , O O O 千 円 新規 ・継続の剛 継  続

容
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ｌ
ｌ
ジ

鞠　帥懐韓

事
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◇ 趣  旨

平成 1 1 年度から実施 している雇用対策事業の成果を活か し、ヨ|

き続き非常に厳 ししヽ状況にある伝統産業の職人さん方の雇用を図り

費重な技術の伝承と教育、観光等との連携による需要開拓を進める。

◇ 実施概要

委託先

西陣織、京反禅 ・京小紋、京焼 ・清水焼、周後織物等伝統産業産

地組含等

雇用見込人数

実雇用  1 9 0 人

◇ 事業展開の方向

平成 1 1 年度から実施 している雇用対策事業の成果を継承 し、貴

重な技術の伝承と教育、観光等との連携 しながら禾□装 ・伝統産業の

振興、産地の活性化等に積極的に取り組む。

①和装 ・伝統産業の貴重な技術の伝承

歴史的技術遺産の復元及ぴ府所蔵品の修復等を通 じた技術保存

及び後継者育成

様々な技術を用いた伝統工芸品の制作による多様な技術の伝承

②和装と伝統産業と教育、観光等の連携による需要開拓とP R

・「高校生きものチャレンジ事業」のためのきもの等の制作によ

る文化 ・伝統への理解促進及び和装振興
・京都への観光客等が多く集う場所において実演等を実施するこ

とにより広く京都の伝統工芸品をP R

担当課 ・係名 染織 ・工芸課 染織係 課 ・係 電話香 研 5 イ,14 -Zに5 6

共通 - 9



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明
商 工 郡

事 業 名

産業振興 ・伝統産業の支援

「京の伝統産業」稀少技術デジタル化保存事業費

予 算 額 3 0 ,0 0 0 千円 新規 ・継続の剛 新 規

事 業 内 容

ヽ
１
１
１
ノ

的
象
等法

目
対
カ

ｒ

ｉ

ｌ

ｔ

◇ 趣  旨
世界に誇る日本国民の財産とも言われる京の伝統的工芸品産業を支える
重要な技術でありながら、需要の低迷、後継者の減少などの原因で失われ
る恐れのある稀少技術を、最新のデジタル技術で保存し、次世代に継承し
ていく。

◇ 概  要
経済産業大臣の指定に係る 1 4 産地組合及び府知事指定の 1 1 産地を中
心に重要かつ稀少な技術を選定し、デジタル映像として保存する。
事業者は、府内の映像ソフ ト制作会社の中から緊急地域雇用創出特居」基
金事業の要件に合う企業を公募により選定し委託する。

◇ 制作本数
10 本 (1 0 業種) 程度を予定。

◇ 事業イメージ

◇ 雇用見込人数
実雇用 2 5 人

鰐↓　師李 手

デジタル映像ソフト

京都肩丙百事業所を置く
・従業員5 0 人未満
・過去 3 年間で売上等が1/3 以上減少
・事業遂行能力を持つ。

協
！力
！す
！る
脳
人
，さ
れ
！を
，雇
！用

成果物の活用方法

各産地での研修教材 (職人等に貸与)
大学、学校、「私のしごと館」等の学術研究用
府民貸出用 (保存用含む)
府有のデジタルアーカイブ

担当課 ・係名 染織 ふ工芸課 工芸係 課 ・係 電話番暑 0 7 5 -4 1 4 -4 8 5 8

共通 - 1 0



平成 1 6 年度 当初予算案主要事項説明

商 工 部

事  業  名
産業振興 ・伝統産業の支援

京 都 観 光 誘 客 関 連 雇 用 創 出 事 業 費

予  算  額 8 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継  続

事 業 内 容

目 的

対  象

方法等

1  趣  旨

広く伝統伎芸への理解促進を図り、後継者の確保など、伝統文化の保存継

承に努めるとともに、併せて、京都への観光誘客を促進するため、京都市と

協調して、修学旅行生や観光客等を対象に、邦舞 ・邦楽の魅力を紹介する事

業を実施する。

2  事業の内容

(1) 委託先  財団法人 京都伝統伎芸振興財団

(2) 概 要

① 修学旅行生に対する伝統伎芸披露事業

京都文化博物館等を活用し、修学旅行生に対し、芸舞妓の踊りの披

露と伝統 ・衣装等の説明を行う。

② ギオンコーナーでの邦楽演奏事業

通常の録音テープを使用した京舞披露に代えて、地方出演による本

格的な京舞を抜露する。

③ 京都展等への芸舞妓派遣事業

京都展等に芸舞妓を派遣し、会場等で京のをどりを披露することに

より、京都を効果的にP R するとともに、京都への観光客の増加を図る。

④ 京のおもてなし推進事業

京都府内で開催される国際会議等に芸舞妓を派遣し、京都の伝統伎

芸を抜露することにより、地元の歓迎の意を表明し、今後のコンベン

ション振興の一助とする。

3  雇用見込人員

実雇用 3 5 人

担当課 ・係名 観光 ・商業課 京プランド推進係 課・係 電話番号 075-4 14-4838

共通 -  1 1



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事  業  名

安心 ・安全の推進

青 少 年 健 全 育 成 巡 視 員 設 置 費

予  算  額 2 5 , 0 0 0 千 円 新規 ・継続の別 継 続

容

司
―
―
―
ョ

帥　帥中坤

事

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

1 趣  旨

青少年健全育成巡視員を配置することにより、青少年の問題行動解

決の一助とし、青少年の健全な育成と社会環境の浄化の推進に寄与す

る。

2  事業概要

事業主体 京 都 府

巡視員数 9 名程度

配置期間 平成 1 6 年 4 月～平成 1 7 年 3 月

巡視員の

職務内容

・繁華街やコンビニエンスス トア、ゲームセンター

等深夜営業店舗の巡回、問題行動等の把握
・ピンクチラシ等の監視 等

実施方法 社団法人京都府青少年育成協会に委託

備  考 雇用見込人数 実雇用 1 8 人

担当課 ・係名 青少年課 企画係 課 ・係 電話番号 075-4 14-430 1

共通 - 1 2



保健福祉部

事 業 名

安心 ・安全の推進

介護保険利用状況等調査費

予 算 額 3 , 0 0 0 千 円     1新規 ・継続の別 1 継 続

事 業 内 容

劇

象
‐

刊法

に
旧
尾
ピ

趣   旨

介護保険制度の実施状況も踏まえ、制度開始年度からの利用者等の意

識の変化を時系列に把握することにより、介護保険制度の定着状況、問題

点を把握し、今後の制度運営の活用に努める。

2  事業概要

(1) 事業内容

介護保険利用者等を対象としたアンケートの実施

(2) 対象者

要介護等認定を受けた高齢者

(3) 対象人数

約5 , 0 0 0 人

実施方法

民間への委託

雇用見込人数

実雇用  9 人

担当課・係名 高 齢 化 対 策 課 介 護 保 険 管 理 係 課・係 電話番号 075-4 14-4578

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

共通- 1 3



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

土木建築部

事 業 名

安心 ・安全の推進

土木建築部関係 緊急雇用創出基金事業費

予 算 額 2 5 , 0 0 0  千円 新規・継続の別 継  続

事業内容

的

象

等法

目

対

方

1 趣  旨

府内の急傾斜地箇所及び府営住宅において、安全性等の実態について、

調査を行う。

2 事業概要

3 実施方法     委  託

4 雇用見込人数   実雇用  1 3 人

区

分 事  業  名 内 容

① 急傾斜地調査事業費 急傾斜地の現地調査及

びカルテ作成

② 府営住宅外壁調査事業費 外壁の劣化状況調査

担当課 ・係名
係

係

業

備

事

整

課

課

防

宅

砂

住

①

②
課 係 電話番号

Ｏ

②

075-4 14-5315

075-4 14-5363

共通 - 1 4



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

警察本部

事 業 名

安心・安全の推進

交通安全対策推進補助員設置費

予 算 額 3 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

事業内容

詞

象‐

判

目

対

方

戸
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

1 趣旨

警察支援要員として 「交通安全対策推進補助員」を設置し、

交通安全に関する指導や違法駐車の実態調査、広報活動等の業

務を実施するもの。

2  事業内容

警察との連携の下、

○ 家庭訪間による高齢者の交通安全指導

○ 街頭における保護誘導、広報 ・啓発活動

○ 街頭における違法駐車防止のための助言 ・啓発活動

○ 違法駐車等の実態調査

等の活動を計画的に推進し、高齢者の交通事故防止や違法駐車

等、住民の身近な交通問題の解決を図るもの。

3  実施方法

委託

4  雇用見込人数

実雇用  2 6 人

担当課 ・係名 交通企画課 ・企画係 課・係 電話番号 0 7 5 -4 5 1-9 11 1 (50 2 1.50 2 3)

共通 - 1 5



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

警察本部

事 業 名

安心・安全の推進

地域安全対策推進補助員設置費

予 算 額 1 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継 続

事業内容

劇
封

刊

目

対

方

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

1 趣旨

警察支援要員として 「地域安全対策推進補助員」を設置して、

木屋町周辺の歓楽街のパ トロールや広報啓発活動など地域の安全

を確保するための業務を実施するもの。

2  事業内容

警察との連携の下、

○ 公園、空きビル等のパ トロール

① 活動区域内の危険箇所の調査等防犯環境点検活動

○ 街頭における広報 ・啓発活動

等の活動を計画的に推進し、京都を代表する歓楽街木屋町周辺の

安全確保を図るもの。

3  実施方法

委託

4  雇用見込人数

実雇用  1 0 人

担当課 ・係名 地域課 ・企画係 課・係 電話番号 075-45 1-9 111 (35 16)

共通- 1 6



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

警察本部

事 業 名

安心 ・安全の推進

生活安全支援活動員設置費

予 算 額 6 0 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継  続

事業内容

対

象‐

刊

目

対

方

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

1 趣旨

警察支援要員として 「生活安全支援活動員」を設置し、街頭

犯罪多発地域のパ トロールや広報啓発活動など地域の安全を確

保するための業務を実施するもの。

2  事業内容

警察との連携の下、

○ 学校、駅、スァパーマーケット、金融機関等周辺のパ ト

ロータレ

○ 街頭におけるひったくり等犯罪防止のための助言 ・啓発活動

○ 街頭犯罪に遭いやすい高齢者、女性、子どもに対する防

犯指導

等の活動を計画的に推進し、府民の防犯意識を高め、街頭犯罪

の未然防止を図るもの。

3  実施方法

委託

4  雇用見込人数

実雇用  5 2 人

担当課 ・係名 生活安全企画課・生活安全推進係 課・係 電話番号 0 7 5-4 5 1- 9 11 1 (304 1)

共通 - 1 7



事 業 名
自然環境の保全・環境美化

府立大学演習林保全事業費 (緑の公共事業)

予 算 額 5 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 継続

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

府立大学農学部附属演習林における保全 ・育成事業の実施によ

り、森林の持つ多面的機能の回復及び教育研究環境の改善を図る。

また、当該事業の実施により、雇用の促進を図る。

2  事業内容

大野演習林 (北桑田郡美山町地内) において、除伐、問伐等の

事業を実施

3  実施方法

委託

4  雇用見込人数

実雇用 4 人

担当課 ・係名 府立大学農学部附属演習林 課・係 電話番号 075-703-5681

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

総  務  部

共通 -  1 8



平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明
企 回 環 境 音ほ

事  業  名

自然環境の保全 ・環境美化

地球にやさしい事業所活動推進事業費

予  算  額 2 , 5 0 0  千円 新規 ・継続 の別 新 規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

1 趣 旨

府内の代表的な事業所における温暖化対策の実施状況についての

ヒヤリング調査、意見交換等を行いヽ個別事業所における温暖化対

策の実態把握を行うとともに、温暖化防止行動計画の自主的な策

定、自主的な温室効果ガス削減対策等を促進する。

事業を通じて、地域の雇用 ・就業機会の創出を図る。

2  事業概要

(1)府内の大規模事業所に対するアンケー ト調査による実態把握

(2)アンケー ト協力事業所に対するヒヤリング調査等の実施

・燃料使用状況、省エネ対策取組状況等の把握
・温室効果ガス削減対策についての意見交換

・事業所温暖化防止行動計画の策定、温室効果ガス削減対策実

施の要請

3  実施方法

委 託

4  雇用見込人数

実雇用 8 人

担当課 ・係名 地球温暖化対策プロジェクト 課 係 電話番号 075-4 14-4708

共通 - 1 9



事 業 名
自然環境の保全 ・環境美化

緑の資源環境整備事業費 (緑の公共事業)

予 算 額 1 2 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継  続

事業内容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

水土保全、水源かん養等の公益的機能を有する公社造林地を適

正に管理するため、野生鳥獣の被害防止や不用木の伐採等を行う。

2  事業概要

・ 野生鳥獣の被害防止      6 h a

, 不用木の伐採        2 0 h a

・ ひも枝落とし        2 0 h a

・ 間伐             6 h a

3  実施方法

■ (社)京都府森と緑の公社及び森林組合への委託

4  雇用見込人数

実雇用 1 2 人

担当課 ・係名 森林保全課造林係 課・係電話番号 075-414-5024

平成 1 6 年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

共通 - 2 0


